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 第9期北海道総合開発計画1)（令和6年3月12日閣議決定。以下「9期計画」という。）において

は、2050年の北海道の将来像を描き、その実現に向けた目標を掲げている。9期計画の目標の一

つである生産空間の維持・発展に向けては、我が国を支える生産空間である2050年の釧路・根

室地域に貢献する若い世代の育成が必要となる。そのため、釧路開発建設部は、教育機関であ

る北海道教育大学釧路校（以下「釧路校」という。）との共創に取り組んでいる。本報告では、

釧路校と釧路開発建設部の共創の取組を紹介するとともに、釧路・根室地域における将来世代

の人材育成及び地域活性化に向けた取組の方向性について、検討した内容を報告する。 
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1.  はじめに 

 9期計画では、2050年の北海道の将来像を見据え、北

海道の価値を生み出す「生産空間」の維持・発展を実現

するため、多様で豊かな地域社会の形成に向けた人への

投資と多様な人材・主体による共創が不可欠としている。

そのため、地域に貢献する若い世代を育成する教育機関

との連携が必要であり、令和7年6月27日に、北海道教育

大学と北海道開発局において連携協定を締結し、北海道

における将来世代の人材育成及び地域活性化に向けた取

組を協働して進めていくこととなった。 

具体的な取組は、道内5都市（札幌、旭川、釧路、函

館、岩見沢）の各校と開発建設部の共創により進めてい

くこととなるが、その中でも釧路校は、へき地・小規模

校教育などに力を入れており、まさに我が国を支える生

産空間である釧路・根室地域において教員となる学生も

多いことから、具体な協働の取組を推進すべく、令和7

年9月29日に釧路校と釧路開発建設部とで、連携協定を

踏まえた覚書を締結した。（写真-1） 

○覚書の取組概要 

① 地域課題を克服する実践力を養う教員及び地域人材

の育成 

・我が国を支える生産空間である釧根地域の魅力を伝 

える 

・インフラ整備と密接に関連する地域産業の発展の歴 

史を伝える 

・学生と地域の多様な主体（関係者）の交流の場の創 

 出 

② 地域に対する探究の心を深める教材開発及びフィー

ルドワーク 

・児童及び生徒向けのデジタル教材の開発 

（インフラ整備等の動画、資料等） 

 ・釧路湿原自然再生事業をはじめとする河川事業や、

道路・港湾・農業事業等におけるインフラを間近

に感じるフィールドワークの実施 

③ 大規模災害等に対する防災教育及び啓発の推進 

・千島海溝沿いの巨大地震をはじめとする地域の災害 

リスク及び防災行動を伝える 

④ 地域課題の克服に向けた研究活動の推進 

・釧路校の教員と釧路開発建設部による共同研究等の

推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本報告では、釧路校と釧路開発建設部において覚書締

結以降に実施している、釧路湿原でのフィールドワーク、

令和8年度の講義内容を学生と共に創り上げる取組など

を事例に、「学校教育」と「地域教育」という2つの視

点により若手教師を育てる共創の取組を紹介する。 

 なお、ここでいう「学校教育」は、教師として教材作

成などの技術の育成であり、「地域教育」は、教師と地

域で子ども達に学びを教えるような地域と協働できる能

力の育成である。 

また、来年度以降の釧路校と釧路開発建設部との共創

の方向性についても併せて報告する。 

 

写真-1 覚書締結式の様子 
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2.  学校教育との共創の取組紹介 

(1)   フィールドワーク及び教材開発 

 地域に根ざした実践的な学びとして、我が国を代表す

る自然環境の一つである釧路湿原における釧路湿原自然

再生事業等を学んでもらうため、釧路校の学生によるフ

ィールドワークを実施することとした。 

具体的には、社会科教育実践分野と連携し、令和7年

10月7日に社会科教員養成カリキュラムの中の「教職実

践演習」の科目の中で、社会科の3年生、4年生の計25名

を対象に、釧路開発建設部地域連携課・治水課職員のほ

か、認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラムの新保

理事長、宮川事務局長（北海道開発分科会計画推進部会

委員）にも参加いただき、①細岡展望台、②茅沼地区旧

川復元、③新釧路川右岸堤防の行程で、フィールドワー

クを実施した。（図-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始めに、釧路湿原を一望できる「① 細岡展望台」で、

釧路湿原の歴史と現状、釧路開発建設部における釧路湿

原自然再生事業の概要等を紹介した。（写真-2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、釧路湿原自然再生事業を実施した「② 茅沼旧

川復元」で、旧川復元したことによる植生回復、魚類の

個体数・種類数増加等の効果等を紹介した。（写真-3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、「③ 新釧路川右岸堤防」において、新水路

と湿原の境界に、関所の如く存在する横堤が洪水に対し

て発揮した効果を学んでもらい、フィールドワークを通

じて、湿原保全の重要性や自然の遊水地としての機能に

ついて理解の深化を図った。（写真-4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加した学生には、見学だけではなく、写真や動画を

撮影してもらい、将来教員になった際に総合的な学習の

時間などに活用する釧路湿原に関するデジタル動画教材

の制作を行ってもらった。 

なお、釧路湿原フィールドワーク実施後に学生アンケ

ートを実施したので、図-2に結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 釧路湿原フィールドワーク見学箇所 

写真-2 細岡展望台の見学の様子 

写真-3 茅沼旧川復元現場見学の様子 

写真-4 新釧路川右岸堤防横堤見学の様子 

参加学生の出身地 
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アンケート結果では、満足度が高く、釧路湿原への理

解が深まったとともに、自由回答では校外に出て地域に

ついて学ぶ機会がこれまで少なかったという回答もあっ

た。来年度以降の北海道開発局との連携の期待度も高く、

釧路港などにおいてもフィールドワークを実施したいと

いう意見もあり、釧路開発建設部の事業に高い関心を寄

せていることが分かった。 

このことから、地域をより深く理解している教師の育

成のため、来年度以降も継続して、釧路開発建設部が所

掌している河川、道路、港湾、農業部門等においてフィ

ールドワークを展開していく方針である。 

 

(2)   遠隔交流学習の模擬授業 

 フィールドワークに参加した学生から、模擬授業で釧

路湿原を取り上げたいということで、釧路開発建設部に

協力依頼があり、令和7年11月18日に、社会科教員養成

カリキュラムの「中等社会科教育法Ⅳ」の科目の中で、

社会科の3年生が制作した釧路湿原フィールドワークの

動画教材を活用し、「釧路湿原の保全と開発」をテーマ

に模擬授業を実施した。（図-3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中等社会科教育法Ⅳの模擬授業は、現地調査や聞き取

り調査を踏まえて、地域で求められている中学校社会科

の授業を、道内各地域の学校をzoomなどのデジタル技

術により、遠隔で繋ぐことを想定しながら、専門家と協

働的に授業をデザインし、模擬授業を通して実践・省察

する力を養う授業である。今回、専門家として釧路開発

建設部地域連携課・治水課職員、認定NPO法人ほっかい

どう学推進フォーラムの新保理事長が遠隔で参加した。

（写真-5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

全体的な満足度 所要時間の程度 

釧路湿原への理解度 教材素材の収集程度 

北海道開発局との連携の期待度 次回実施して欲しい部門 

（複数回答可） 

図-2 学生アンケート結果（N=24） 

図-3 遠隔交流授業チラシ 

写真-5 遠隔交流授業の様子 



 

TAMURA Kazuki, TAKAHASHI Hideya, KOBAYASHI Junichi 

デジタル技術の活用による遠隔授業により、北海道教

育大学を核として道内の各地域の学校が繋がることが可

能となる。模擬授業により、地域の特色を学び、地域教

育にも繋がる様々な専門家と授業を協働的にデザインで

きる力を養うことで、将来道内のどの地域で教師になっ

たとしても、開発建設部職員を始めとする専門家に相談

できる風土を築き上げていきたいと考えている。 

  

 

3.  地域教育との共創の取組紹介 

(1) 教材開発と教育実践による展開 

 9期計画や釧路開発建設部の事業概要のパネルを教材

として学生に提供し、学生が教育学の知見を持って、教

師になった際に子ども達にわかりやすい授業を組み立て

る練習として、令和7年10月18日～19日に開催された釧

路校の大学祭において、釧路開発建設部の事業等を紹介

するパネル展を地域環境実践分野の地域教材開発研究室

の1年生と実践した。（写真-6） 

 釧路校と釧路開発建設部の共創の取組や、釧路開発建

設部の事業等を広く知ってもらうため、多くの方々に来

てもらえるパネル展をテーマに、学生がアイディアを出

し合い、飲食可能なサロンとすることで、ゆっくりパネ

ルを見てもらえるような環境作りを行った結果、2日間

で50名以上もの方がパネル展に足を運んでもらえる結果

となった。（写真-7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大学祭におけるパネル展を通じて、学生自身が釧路開

発建設部が提供した事業等を紹介するパネル教材を見て、

教材開発への理解を深化するとともに、釧路開発建設部

としても教育学の知見から実践的により多くの方に事業

を理解してもらう方法論を学び、双方向での学びに繋げ

ることが出来た。 

 

(2)   令和8年度子ども大学に向けた開設準備委員会 

 釧路校では、地域環境実践分野の地域教材開発研究室

の2～3年生が中心となり、持続可能な教育を目指し、

SDGsを小学生に学んでもらうため、そして近年、地域

教育が複雑化する中で、地域の人と交流・協力して、地

域全体で子ども達を育てていく力を養うため、令和4年

度から「SDGs子ども大学くしろ校」を毎年1回釧路市と

根室市で開催している。（写真-8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に根室市のような大学が無い地域においては、大学

の学びを提供する地域協働型教育2)の研究活動の場とし

て、学生と根室市教育委員会や落石漁業協同組合など地

域の方々を有識者として招聘し開設準備委員会を立ち上

げている。   

子ども大学では、「子どもの学力」と、「体力の向

上」、「郷土愛」を主な柱としたカリキュラムを検討し

ており、令和8年度の釧路市と根室市における子ども大

学の実施に向けて、覚書を契機に釧路開発建設部地域連

携課も地域の有識者となり、開設準備委員会の構成員と

して研究活動に参加することになった。（写真-9） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

令和8年の子ども大学は、5月23日～24日で根室会場

（場所：北方四島交流センター（ニ・ホ・ロ））、5月

30～31日で釧路会場（場所：北海道教育大学釧路校）で

開催する予定であり、釧路開発建設部からは、2日目の

選択科目として防災教育を担当することとなり、災害時

における復旧活動を実施する釧路開発建設部と建設業の

お仕事を知ってもらえるような授業を学生と共に創り上

げていく予定である。 

子ども大学の取組を通じて、学生が、自ら地域と連携

写真-6 学生とパネル展準備の様子 

写真-7 パネル展当日の様子 

写真-8 子ども大学での学びの様子 

写真-9 子ども大学開設準備委員会の様子 
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し、地域をコーディネートする力を養う地域教育連携力

の育成に協力していくほか、釧路開発建設部が所掌する

事業の知見を学生に教材として提供することで、学生の

展開力で、地域の子ども達に釧路開発建設部の役割につ

いても理解を深めてもらいたいと考えている。 

  

 

4.  今後の共創の方向性について 

来年度は、新たに防災に関する講義や、本年度と同様

に釧路開発建設部が所掌する事業に関する地域のフィー

ルドワーク、遠隔交流学習の模擬授業、子ども大学を着

実に実施していく予定である。 

釧路校との共創の取組を通じて、若手教師の育成はも

ちろんのこと、釧路開発建設部の職員についても、教育

学の知見を学生から学ぶことで、特に「子どもに分かり

やすく伝える」といった「伝える力」を、行政機関とし

て、地域課題解決に向け、地域へ「発信する力」の成長

へと繋げていきたいと考えている。釧路校と釧路開発建

設部の強みを活かしながら、双方向での相乗効果を発揮

していくことで、本覚書を持続可能な取組としていくこ

とが重要である。 

さらに、道央圏以外の地域の教員の確保・定着に加え、

若手教員の育成に向けて、令和9年度より釧路校で開始

する「北海道における地域協働型教師育成プログラム」

においても、釧路校との共創の取組を継続していくこと

で、他のキャンパスへと共創の取組の効果を波及させ、

地域協働型教師育成により、教師と共に子どもを育てて

いきたいと考えている。 

また、他の教育機関も含めた「地域と共にある学校」

と釧路開発建設部の共創の取組を展開していくとともに、

地域連携課の役割を最大限果たし、他の行政機関や民間

企業等とも繫がることで、北海道の未来に必要な力を持

つ子どもを地域全体で育て、共に生産空間の維持発展に

寄与していきたいと考えている。 
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